
後期高齢者医療広域連合：全体財務書類 【様式第1号】

（単位：円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 3,179,013,222   固定負債 -

    有形固定資産 1     地方債 -

      事業用資産 1     長期未払金 -

        土地 -     退職手当引当金 -

        立木竹 -     損失補償等引当金 -

        建物 -     その他 -

        建物減価償却累計額 -   流動負債 31,731,773

        工作物 -     １年内償還予定地方債 -

        工作物減価償却累計額 -     未払金 1,652,428

        船舶 -     未払費用 -

        船舶減価償却累計額 -     前受金 -

        浮標等 -     前受収益 -

        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 -

        航空機 -     預り金 30,079,345

        航空機減価償却累計額 -     その他 -

        その他 2,107,000 負債合計 31,731,773

        その他減価償却累計額 -2,106,999 【純資産の部】

        建設仮勘定 -   固定資産等形成分 3,236,096,789

      インフラ資産 -   余剰分（不足分） 2,793,222,749

        土地 -

        建物 -

        建物減価償却累計額 -

        工作物 -

        工作物減価償却累計額 -

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        建設仮勘定 -

      物品 -

      物品減価償却累計額 -

    無形固定資産 -

      ソフトウェア -

      その他 -

    投資その他の資産 3,179,013,221

      投資及び出資金 -

        有価証券 -

        出資金 -

        その他 -

      投資損失引当金 -

      長期延滞債権 2,435,802

      長期貸付金 -

      基金 3,176,940,180

        減債基金 -

        その他 3,176,940,180

      その他 -

      徴収不能引当金 -362,761

  流動資産 2,882,038,089

    現金預金 2,822,821,129

    未収金 2,506,715

    短期貸付金 -

    基金 57,083,567

      財政調整基金 57,083,567

      減債基金 -

    棚卸資産 -

    その他 -

    徴収不能引当金 -373,322 純資産合計 6,029,319,538

資産合計 6,061,051,311 負債及び純資産合計 6,061,051,311

貸借対照表
（平成29年3月31日現在）



【様式第2号】

（単位：円）

行政コスト計算書
自　平成28年4月1日
至　平成29年3月31日

科目名 金額

  経常費用 147,949,731,876

    業務費用 3,121,572,314

      人件費 5,133,049

        職員給与費 623,971

        賞与等引当金繰入額 -

        退職手当引当金繰入額 -

        その他 4,509,078

      物件費等 876,340,171

        物件費 876,304,301

        維持補修費 -

        減価償却費 -

        その他 35,870

      その他の業務費用 2,240,099,094

        支払利息 -

        徴収不能引当金繰入額 547,512

        その他 2,239,551,582

    移転費用 144,828,159,562

      補助金等 -

      社会保障給付 -

      他会計への繰出金 286,499,420

      その他 144,541,660,142

  経常収益 221,588,703

    使用料及び手数料 -

    その他 221,588,703

純経常行政コスト 147,728,143,173

  臨時損失 -

    災害復旧事業費 -

    資産除売却損 -

    投資損失引当金繰入額 -

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 -

純行政コスト 147,728,143,173

    その他 -

  臨時利益 -

    資産売却益 -



【様式第3号】

（単位：円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分)

前年度末純資産残高 6,091,870,368 3,023,428,861 3,068,441,507

  純行政コスト（△） -147,728,143,173 -147,728,143,173

  財源 147,665,592,343 147,665,592,343

    税収等 59,199,165,863 59,199,165,863

    国県等補助金 88,466,426,480 88,466,426,480

  本年度差額 -62,550,830 -62,550,830

  固定資産等の変動（内部変動） 212,667,928 -212,667,928

    有形固定資産等の増加 - -

    有形固定資産等の減少 - -

    貸付金・基金等の増加 212,197,448 -212,958,303

    貸付金・基金等の減少 470,480 290,375

  資産評価差額 - -

  無償所管換等 - -

  その他 - - -

  本年度純資産変動額 -62,550,830 212,667,928 -275,218,758

本年度末純資産残高 6,029,319,538 3,236,096,789 2,793,222,749

純資産変動計算書
自　平成28年4月1日
至　平成29年3月31日



【様式第4号】

（単位：円）

資金収支計算書
自　平成28年4月1日
至　平成29年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 147,948,727,544

    業務費用支出 3,121,013,882

      人件費支出 5,133,049

      物件費等支出 876,341,291

      支払利息支出 -

      その他の支出 2,239,539,542

    移転費用支出 144,827,713,662

      補助金等支出 -

      社会保障給付支出 -

      他会計への繰出支出 286,499,420

      その他の支出 144,541,214,242

  業務収入 147,886,590,956

    税収等収入 59,198,575,773

    国県等補助金収入 88,466,426,480

    使用料及び手数料収入 -

    その他の収入 221,588,703

  臨時支出 -

    災害復旧事業費支出 -

    その他の支出 -

  臨時収入 -

業務活動収支 -62,136,588

【投資活動収支】

  投資活動支出 212,197,448

    公共施設等整備費支出 -

    基金積立金支出 212,197,448

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 -

    その他の支出 -

  投資活動収入 -

    国県等補助金収入 -

    基金取崩収入 -

    貸付金元金回収収入 -

    資産売却収入 -

    その他の収入 -

投資活動収支 -212,197,448

【財務活動収支】

  財務活動支出 -

    地方債償還支出 -

    その他の支出 -

  財務活動収入 -

    地方債発行収入 -

前年度末歳計外現金残高 30,051,498

本年度歳計外現金増減額 27,847

本年度末歳計外現金残高 30,079,345

本年度末現金預金残高 2,822,821,129

    その他の収入 -

財務活動収支 -

本年度資金収支額 -274,334,036

前年度末資金残高 3,067,075,820

本年度末資金残高 2,792,741,784
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１.重要な会計方針

(１)有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法

　①有形固定資産・・・・・・・・・・取得原価

　②無形固定資産・・・・・・・・・・取得原価

　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。

　　取得原価が判明しているもの・・・取得原価

（２）有形固定資産等の減価償却の方法

　①有形固定資産（リース資産を除きます。）・・・定額法

　②無形固定資産（リース資産を除きます。）・・・定額法（ソフトウエアについては、見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。）

（３）徴収不能引当金　

　　　長期延滞債権、未収金の徴収不能に備えるため、過去3年間の平均不納欠損実績率により、徴収不能見込額を計上しております。

（４）リース取引の処理方法

　ファイナンス・リース取引

　　ア　所有権移転ファイナンス・リース取引

　　　　（リース期間が１年以内のリース取引及びリース料総額が300万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。）

　　　　通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

　　　

　　イ　ア以外のファイナンス・リース取引

　　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

（５）資金収支計算書における資金の範囲

　現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物を資金の範囲としております。

　なお、現金及び現金同等物には出納整理期間における取引により発生する資金の受払いも含んでおります。

２.重要な会計方針の変更等　

（１）会計方針の変更

　　該当事項はありません

（２）表示方法の変更

　　該当事項はありません

（３）資金収支計算書における資金の範囲の変更

　　該当事項はありません

３.重要な後発事象

　　該当事項はありません

４.偶発債務

　　該当事項はありません

５.追加情報

　　該当事項はありません

注　記
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